
運 用 指 針

第２条①－ロ 現場特有の状況に対応するための創意工夫

会社の経営努力による費用の縮減内容について

耐震補強工事において
近接する料金所の移設を回避
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P1

高架橋下を市道が通り、橋脚の外側に京浜川崎ＩＣのランプ及び側道が近接

⇒厳しい現場条件下で耐震補強工事を実施

第三京浜道路 川崎高架橋の現地条件

上りＯＮランプ料金所付近 側道から料金所付近 P69（上り）橋脚付近

○

橋
脚

市道
ランプ 側

道○
○

ランプ 側道

ランプ

市道

※京浜川崎ＩＣ上り
ランプ交通量
ＯＮ：4,600台/日
ＯＦＦ：12,100台/日

※市道交通量
：20,000台/日

※側道通量
：6,000台/日



橋脚の耐震補強工事（一般的な補強工法）

P2

既設の橋脚にコンクリートまたは鋼板を用いて補強を行ない、橋脚の倒壊を防ぐ

１～２ｃｍ４ｃｍ前後２５ｃｍ補強厚

シート状に加工された炭素繊維または
アラミド繊維を、接着材を含侵させなが
ら橋脚に貼り付ける工法で①段落とし
部の補強と②変形性能を向上させるこ
とができる。

橋脚躯体全周に鋼板を巻立て、既設橋
脚との間の充填材により補強部材との
一体化を図る工法で①段落とし部の補
強と②じん性の向上を目的とし、③フー
チングへのアンカー定着をした場合は
曲げ耐力の向上を図ることができる。

厚さ２５ｃｍを標準として既設橋脚を鉄
筋コンクリートで巻立てる工法で①段落
とし部の補強と②じん性の向上を主目
的としており、③フーチングへのアン
カー定着をした場合は橋脚躯体の曲げ
耐力の向上を図ることができる。

概要

概略図

連続繊維巻立て工法鋼板巻立て工法ＲＣ巻立て工法（標準）工法

出典：設計要領第二集 橋梁保全編（ＮＥＸＣＯ 平成１９年８月）



P3

第三京浜道路 川崎高架橋の現況における構造解析

現況についての解析結果
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支承形式

直角

橋軸せん断耐力

S（kN）

直角

橋軸曲げ耐力

φ（1/m）

橋脚番号

［レベル２地震※１ ＴＹＰＥⅡ※２における解析結果］

※１：レベル２地震とは、橋の供用期間中に発生する確率は低いが大きな強度をもつ地震動
※２：ＴＹＰＥⅡとは、平成７年兵庫県南部地震のように発生頻度が極めて低い内陸直下型地震による地震動
出典：道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計平成１４年３月社団法人日本道路協会



第三京浜道路 川崎高架橋の耐震補強工事の当初計画①

P4

ＲＣ巻立て（250mm）を標準と
考える（設計要領より）

250mmでは京浜川崎ＩＣランプ部の建築限界を侵す

橋軸方向

直角方向

建築限界線

既設脚

鋼板４面巻立ての検討
加工性、施工性より鋼板巻立ての最大厚さを
12mmと設計要領で規定

最大厚12mm以上となり、設計要領の規定外

ＲＣ＋鋼板４面巻立ての検討
建築限界に余裕のある橋軸方向はＲＣ巻立てし、
４面に鋼板12mmを巻立てることにより、耐震性
能を確保

建築限界線

既設脚

RC250㎜
巻立て

鋼板巻立て
12㎜

ＲＣ350mm
巻立て

第三京浜道路 川崎高架橋の耐震補強工事は、
橋軸方向にＲＣ巻立て（35cm）＋鋼板４面巻立て（12mm）の併用工法で計画

ランプ側

建築限界線

鋼板巻立て
最大12㎜以上 既設脚

橋軸方向

直角方向

ランプ側

橋軸方向

直角方向

ランプ側



P5

市 道

２車線のうち１車線を規制

固定規制にて施工

施工計画上の課題 ：橋脚４面の基礎部までの掘削が必要

１レーンでＥＴＣおよび一般レーンを混在にて運用

ランプ

第三京浜道路 川崎高架橋の耐震補強工事の当初計画②

入口および出口ランプとも
１レーンの閉鎖が必要（約６箇月間）

市道

ランプ

１レーン閉鎖

２レーンでの運用を検討

現状２レーンでも
朝夕には渋滞が発生

更なる渋滞の助長
（予測渋滞長
：ＯＦＦランプ最大でL=7.6km）

安全性及びお客様サービスが低下

故障時に通行止め
が必要

１レーン運用では機械故
障等への対応ができない

１車線固定規制

掘削範囲

橋
脚

側
道



P6

第三京浜道路 川崎高架橋の耐震補強工事の当初計画③

×

縦列のため料金所の故障時に、対応ができず通行止めが必要

縦列レーンのみの運用がない

渋滞対策として利用されるが、対距離区間では効果が少ない

外環美女木ＩＣの過去の実績では１レーンに対して１．２倍程度の処
理能力しかない（平成１７年縦列徴収廃止）

追突事故が起こる危険性がある

側道への影響が
無い

経済的である

工期が短い

既存レーン
の使用可能
レーンに縦
２列に設置

○

料金所から交差点までの距離が短くなる（L=60m）
車線変更の混乱を招く

工事中の仮料金所について、撤去が必要となるためコストが高い

仮設、本設の料金所の切替えが必要なため工期が長くなる

側道への影響が
無い

既存レーン
の前後に新
規に２レー
ンを設置

×

側道部に盛土を施工し、料金所を新設するため、側道の閉鎖が必
要となり、迂回路が必要

側道の約6,000台/日の交通量や路線バス（38本/日）を迂回路では
処理できない

迂回路が「通学路指定」されている

迂回路の道幅が狭く、普通車のすれ違いも困難

迂回路の歩車道分離区分がない

安全性の課題が多い

料金所から交差
点までの距離が
現況と同じ距離が
確保できる

既存レーン
の外側に１
レーン追加
設置

評価デメリットメリットイメージ図検討案

２レーン運用の検討

ＥＴＣ
専用

一般 橋脚

閉
鎖

ＥＴＣ
専用

ＥＴＣ
専用一般

橋脚
閉
鎖

ＥＴＣ
専用

一般

ス
ル
ー

ＥＴＣ
専用

一般
↓
混在

橋脚

閉
鎖

混在

当初計画：既存レーンの前後に新規に２レーンの料金所を新設し、耐震補強工事を施工



更なるコスト削減への検討

P7

鋼板３面巻立て工法での施工を検討

○橋軸及び直角方向に１面ずつ鋼板巻立て

最大厚12mm以上となり、不採用

○橋軸方向２面にＲＣ巻立ての検討

建築限界線

既設脚

巻立て量
ＲＣ１～２ｍ

橋軸方向

直角方向

ランプ側

せん断耐力向上には、 12mm以上の鋼鈑巻立てが必要
加工性、施工性より鋼板巻立ての最大
厚さを12mmまでと設計要領で規定

建築限界線

鋼板巻立て
最大12㎜以上

既設脚

橋軸方向

直角方向

ランプ側

掘削範囲

不採用

現状の料金所およびレーンの移設を必要としない補強方法を検討

更なるコスト削減への検討
・料金所新設の費用の削減
・料金所から交差点までの距離の短縮による、車線変更の混乱に対する安全性への対応
・料金所の新設等の工事による工期の長期化

３面掘削

建築限界線

既設脚

橋軸方向

直角方向

ランプ側

掘削範囲

鋼板３面巻立て
6～12㎜

片側１～２ｍほどの巻立て量となり現実的ではない
また、基礎杭が体力不足となる



鋼板３面巻立て工法の検討

P8

鋼板３面巻立てについての解析結果 ［レベル２地震※１ ＴＹＰＥⅡ※２における解析結果］
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×
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可動支承形式

Ｐ５０

直角

橋軸せん断耐力

S（kN）

直角

橋軸曲げ耐力

φ（1/m）

橋脚番号

橋軸方向の曲げ耐力を向上させるための工法を検討 ＰＣ＆ＰＡ工法に着目

Ｐ５１、Ｐ５２橋脚について橋軸方向の曲げ耐力が不足

※１：レベル２地震とは、橋の供用期間中に発生する確率は低いが大きな強度をもつ地震動
※２：ＴＹＰＥⅡとは、平成７年兵庫県南部地震のように発生頻度が極めて低い内陸直下型地震による地震動
出典：道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計平成１４年３月社団法人日本道路協会



ＰＣ＆ＰＡ工法の検討

P9

ＰＣ＆ＰＡ工法とは
特徴

① 大規模な仮設を必要とし

ない

② ＰＣ鋼線で緊張するだけ

のシンプルな構造

③ 橋脚の変形を小さくする

ので基礎の補強効果も

同時に期待できる

④ 橋脚の削孔とＰＣ鋼線の

設置のみの単純作業の

ため工期が短い

既設橋梁の橋台と橋脚をＰＣ鋼材でそれぞ

れをつなぎ、地震時の橋脚頂部の変形を小

さくすることで柱基部の負担を軽減する工法

川崎高架橋でのＰＣ＆ＰＡ工法の設計検討
ＰＣ&ＰＡ工法はＰＣ鋼材を橋台に定着させているが、川崎高架橋は連続高架橋であり、定着させる
橋台が直近にないため、隣接する橋脚のフーチングに定着



P10

鋼板３面巻立て工法のみでは不足する橋軸方向の曲げ耐力
についてＰＣ＆ＰＡ工法を併用することで補強できることを確認

ＰＣ＆ＰＡ工法を併用した鋼板３面巻立て工法による耐震補強

工事は、ランプ側路面について掘削せずに施工が可能となり、

料金所の移設を回避することができる

完成状況

第三京浜道路 川崎高架橋における耐震補強工事の施工①

ＰＣ＆ＰＡ工法における耐震性能について

固定

Ｐ５２

○

○

固定

Ｐ５１

○

○

支承形式

直角

橋軸曲げ耐力

φ（1/m）

橋脚番号



P11

ＰＣ＆ＰＡ工法を併用した鋼板３面巻立て工法により耐震補強工事を施工することは、耐震補

強工事に要する費用は増額となるものの、それを上回る料金所移設に要する費用等を縮減
〔上記のコスト縮減以外のメリット〕
・ 工期が短縮することにより耐震補強工事が原因として発生する一般道の渋滞が低減 社会的損失の低減

料金所移設、切り替えによる工期を短縮

橋脚補強工事

橋脚補強工事

9876532112111098765321211 1 4410

平成２０年度平成１９年度

準備・協議・支障
物調査・後片付け

料金所移設工事

準備・協議・支障
物調査・後片付け

工事内容

当
初
計
画

採
用
工
法

平成１８年度

料金所新設・設備・切替え

耐震補強工事

料金所撤去・切替

料金所近接橋脚の耐震補強工事

★完成

★完成

６６０日５１０日

１５０日短縮

第三京浜道路 川崎高架橋における耐震補強工事の施工②



経営努力要件適合性の認定について

ＰＣ＆ＰＡ工法を併用した鋼板３面巻立て工法で耐震補強工事を施工することは 、適正

な品質を確保しつつ、現場特有の状況に対応するための創意工夫である。

ＰＣ＆ＰＡ工法を併用した鋼板３面巻立て

工法で耐震補強工事を施工することによ

る料金所設置費用等の縮減

運用指針第２条第１項第１号ロに該当

助成金交付における経営努力要件適合性の認定に関する運用指針（抜粋）
第二条 経営努力要件適合性の認定基準
機構は、助成金交付申請をした高速道路会社の主体的かつ積極的な努力による次の各号に掲げる費用の縮減
（適正な品質や管理水準を確保したものに限る。）について、経営努力要件適合性の認定を行うものとする。

①次に揚げるいずれかにより、道路の計画、設計又は施工方法を変更したことによる費用の縮減。
ロ、申請の対象である現場特有の状況に対応するための創意工夫

P12

会社の経営努力によるものである
と認定


